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パークス
タワー

なんば
パークス

南海ビル

南海なんば駅

■ 鳥瞰図

スイスホテル

『省エネ・健康・防災力』

南海なんば駅に直結

（日平均利用客 25万人）

既存施設とのつながり

駅への避難集中抑制

非常時に滞在できるビル
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■オフィス空調
■健やか換気

■快適避難階段による運動促進

■眺望配慮型日射制御

Ⅰ

健康

■既存施設と熱融通

■選べる熱源

■テナントエネルギーマネジメント

■照明フリー制御

Ⅱ

エネルギー
マネジメント

■帰宅困難者受入・災害対策拠点
■ハイブリット非常用電源
■マスダンパー（耐震）
■トイレ２週間継続利用
■浸水対策

Ⅲ

ＢＣＰ

■ 取組み概要
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■ 建物概要、フロア構成

オフィス

設備スペース

設備スペース

オフィススカイロビー

店舗

コンベンション
ホール

貸会議室
メディカルフロア

百貨店

百貨店

店舗

百貨店
(既存)

高
層
バ
ン
ク

中
層
バ
ン
ク

低
層
バ
ン
ク

バック
スペース

商業店舗フロア
（B１階～７階）

基準階オフィスフロア
（１３階～３０階）

建物名称

建築主

建物用途

延床面積

階数

建物高さ

構造

設計監理

施工

竣工年月

なんばスカイオ

南海電気鉄道株式会社

事務所、商業店舗、医療、ホール他

約86 000 m2

地上31階、地下2階、塔屋1階

約148 m

地上S造、地下SRC造、制震構造

株式会社大林組

大林組・竹中工務店・南海辰村建設

共同企業体

2018年9月
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■ 基準階オフィス

北面 眺望 南面 眺望西面 自然換気口

基準階オフィス内観

（西面）
（北面）

（東面）

600mm角グリッド式システム天井
3,600mm×3,600mm

OAフロア 150,200,300mm
コンセント容量 60VA/㎡

天井高 3,000mm
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■ 健康 オフィス空調システム

きめ細かな空調制御 ＝ 個別空調システム
小さな能力の機器を細かく分散配置し、
約25m2毎にON/OFF、温度制御、冷房・暖房
切替制御が可能

600 mm

7.2 m

7
.2

 m

約25m2

約25m2
システム天井対応

600角カセットエアコン

天井内の温熱の一部を利用して
足元の冷えを緩和
ワーカーの執務環境に配慮

足温ファン
天井内の温熱

システム天井対応カセット空調

床吹出し

高顕熱制御

足元の冷えを解消

空調域の
最小化

頭 涼 足 温

足温用床吹出口
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■ 健康 快適避難階段による運動促進

1234kcal

【測る】 セキュリティカード機能付
活動量計

【実践】 快適避難階段 【把握】 健康データ見える化＋

セキュリティカードと活動量計を一体化し、
ビルインフラとして整備
ワーカーの消費カロリーなどを計測し、
健康データを見える化
明るく開放的な階段の利用と合わせて、
運動を促進

快適避難階段
非接触ICカードリーダー

（貸室扉）

セキュリティカード機能付
活動量計
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■ エネルギーマネジメント 既存施設との熱融通・選べる熱源

名称 能力 エネルギー 備考

ジェネリンク 560 USRT ガス CGS排熱利用

吸収式冷温水機 630 USRT ガス

ターボ冷凍機 700 USRT 電気

温水ヒータ 930 kW ガス

CITY熱源 600 USRT ー 既存熱融通

・タイプの異なる５つの熱源で構成

・最適運転ガイダンス機能

熱源構成

既存熱源は送水温度10℃
→熱融通の活用機会を広げるため
に、利用パターンを複数構築

ターボ冷凍機

オフィス

冷水 温水

冷温水

商業

電気 ガス ガスガス

高層利用

吸収式
冷温水機

ジェネ
リンク

ターボ
冷凍機

既存
熱源

切替弁

冷水熱融通

全館利用

温水
ヒータ

△T＝8℃



86日程度

非常用発電②デュアル
1,600kW

非常用発電①油専焼
1,600kW

10日程度

コージェネ 1,000ｋＷ

2,600kW ピーク比
48％
▼

1,000kW ピーク比
18％
▼

停電時
4,200kW

平常時 5,400kW （ピーク電力の想定）

備蓄油

中圧ガス

中圧ガス

ピーク比
77％

▼

防災力 ・ 持続力非常時（停電）

油

中圧ガス

非常用発電機
（デュアル）

非常用発電機
（油専焼）

コージェネ

省ＣＯ２

中圧ガス

コージェネ

排熱温水

ジェネリンク

平常時

■ BCP 停電対策

発電機用A重油 20,000 L×7
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■ BCP 停電対策

停電時も貸室内の照明・空調の50%が利用でき、実質平常業務が継続可能

オフィスフロア対象負荷
保安

レベルⅠ
保安

レベルⅡ
備考

貸
室

電気
コンセント 20VA/㎡ ○ ○
照明 50％ ○ ×

空調 エアコン 50％（ピーク負荷比） ○ × 換気は自然換気

共
用

防災保安 防災・防犯・中央監視 100％ ○ ○
電気 照明 50％ ○ ○

衛生
雑用水揚水ポンプ 100％ ○ ○
小便器 100％ ○ ○ 大便器は手動排水

空調 エアコン 重要機能室のみ ○ ○ 防災センター、電気諸室

通信
管理用電話・携帯不感知
帯対策設備

100％ ○ ○

昇降機
非常用EV 2台 非常用：100％ ○ ○
シャトルEV 4台 シャトル：25％（1台） ○ ○
ローカルEV 4台×3バンク ローカル：25％（1台/バンク） ○ ○

貸室

CAV

外調機

ペリメータ系統
PAC

空調リモコン 自然換気

インテリア系統
PAC

停電時も使用可 停電時は停止
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■ 竣工後のエネルギー調査

データ積算期間 ： 2019.4～2021.3 （2年間）

（省エネ届出値）

1,365 MJ/㎡年
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■ 竣工後のエネルギー調査

MWh/月

300MWh/月

600MWh/月

900MWh/月

1,200MWh/月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

月別消費電力量
2019年度

2020年度

m3/月

20,000 m3/月

40,000 m3/月

60,000 m3/月

80,000 m3/月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

月別ガス消費量
2019年度

2020年度

・電力消費量とガス消費量の年間推移




